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出発する送迎用リフト付パス

(J3，れあいセンター)-サービス事業イ}ア

デイ・サービスは、体が弱かったり寝たきりのお年寄りの方などをリフト付き送迎用パスなどでセンターへ
通所させ、昼関だけ利用するサ一己ス事業です。入浴や給食などの各種サービスを提供することにより心身機
能の維持、社会的孤立感の解消などを図るとともに、介護している家族の負担の軽減を関ります。

ンタ在宅介護支援セ
在宅介護支援センターは、ふれあいセンターのなわ¥に設寵され、主に在宅介護に関する相談の窓口として、

公的保健福祉サービスの利用手続などの相談や、自宅訪問による在宅介護の方法などについての指導、

介護機器の展示など、介護をする方のための総合的な業務を行います。

• 

玉
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
関
所

式
が
、

7
月
3
5
(
月
)
向
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
所
式
で
は
、

車
田
村
長
や
栗
木
繁
行
県
中
社
会
福

祉
事
務
所
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

D

送
迎
用
の
リ
フ
ト
付
パ
ス
が
出
席
者

に
見
送
ら
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
車
田
村
長
は

J
品
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族
が

地
域
と
強
く
結
び
つ
き
、
多
く
の

人
々
が
参
加
で
き
る
各
種
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
研
修
を
行
う
、
地
域
福
祉

の
拠
点
と
な
る
広
場
で
す
」
と
述

べ
、
村
の
社
会
福
祉
の
拠
点
施
設
の

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ

i
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
、
約
1
、
2
0
0
d
c
総

工
費
は
約
3
億
2，
6
0
0
万
円
、
日
常

生
活
訓
練
・
機
能
回
復
室
や
一
般
(
大

小
)
浴
室
、
特
別
浴
室
、
食
堂
、
交
流
及

び
多
自
的
ホ
ー
ル
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
照
会
は
役
場
住
民
課
又

は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
(
岱
0
2
4

7
1
5
7
1
4
4
1
0
)
ま
で
。

国デイ・サービス

[老人ヂイサービス=満65歳以上]

利用申請が必要です

月~金(ただし祝祭巴を除く)

週 1盟

午前10時~午後3時

500円 (18当り)

・食事代等

聞ふれあいセンター使用料

[団体]⑨専用使用料(1時題当り)

• 

※申請は、役場住民課または、ふれあいセンターへ

⑨入浴料(1人当り)
置村内者200同(小学生以下と老人および心身嘩害者の方

は無料)

橿村タト者は300円(小学生以下は無料、老人および心身障

害者の15は200月)

※使用室が2室以上になるときは、その合算額とします。

⑨個人使用料(1口当り)
置村内者 1人につき100悶(小学生以下と老人および心身

欝害者の方は無料〉

田村タト者は300円(小学生以下は無料、老人および心身障

害者の方は200円)

• 
3 

1・休館日は毎逓土・日躍日と祝祭臼および年末年始 D月日〉です。 I• 



(敬称略)

「私たちがお手伝いします。皆様

方に喜んでいただけるよう努めて

まいりますので、どうぞお気軽に

ご利用ください。」

所長

宗形友三
(北須釜〉

看護婦

塩田ゆかり
(四辻新田)

寮母

大和田明美
(吉)

子圭
船

員
上
滝

一一一馬

ソーシャルワー力一
兼生活指導員

金津リマ子(小高)

寮母

関根喜恵子
(北須釜)

ロ員

awハ
助

勝

)

介

吉
報
釜

fez-
、、

転
須

運

" 社会福祉協議会事務員

永林しのぶ
(中)

IJ[;、。。

玉川ふれあいセンター
平面図

車椅子の方も安心して使えるトイレ

の

多包的ホーjレ

4 



シリーズ国体⑨

県
内
の
突
通
事
故
死
亡
者
数
が
的
人

(
6
R泊
日
現
在
)
と
な
り
、
突
通
死
亡
事

故
多
発
壁
画
報
発
令
中
の

6
月
市
日
、
石
川
地
方
受
通
安
全
大
会
が
村
体
育
館
で

関
か
れ
、
石
川
郡
内
か
ら
斐
遇
団
体
関
係
者
ら
約

4
0
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
が
2
四
日
と
な
る
大
会
で
は
、

全
員
が
交
通
事
故
の
犠
牲
者
に
対
し

て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
宮
、
水

健
哉
石
川
地
方
町
村
会
副
会
長
(
浅

川
町
長
)
が
っ
石
川
地
方
が
一
つ
に
な

り
交
通
事
故
を
な
く
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
車
問
村
長
が
開
催
地

を
代
表
し
て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
の

べ
た
後
、
優
良
運
転
管
理
者
や
交
通

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
須
釜
街
荘
川
警
察
署
長
が

管
内
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
話
さ
れ

「
石
川
地
方
は
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
抱
え
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
り

こ
の
あ
と
、
小
・
小
学
生
や
青
年
、

母
親
、
高
齢
者
の
代
表
に
よ
る
「
交

通
安
全
へ
の
提
一
一
一
一
己
が
行
わ
れ
、
本

村
か
ら
は
小
林
富
美
さ
ん
(
竜
崎
・

玉
…
小
6
年
)
と
、
真
野
目
総
一
君

(
河
平
・
須
釜
中
2
年
)
の
2
名
が
発

表
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
、

石
川
地
方
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
選

動
の
推
進
な
ど
を
誓
つ

宿
い
っ
ぱ
い
運
動

新
た
に
加
入
さ
れ
た
団
体
は
、
川

山
野
草
会
L

「
玉
川
村
体
育
指
導
員
会
し

と
、
玉
川
南
工
業
団
地
内
の

5
つ
の
会
社

で
構
成
さ
れ
た
「
五
社
会
」
の
3
団
体
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
必
団
体
に
よ
る
花
植
え

作
業
に
先
立
ち
、
村
内
の
建
設
業
者
7
社

に
よ
り
、
花
を
植
え
る
諮
一
屑
な
ど
の
掘
削

作
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
道
路
沿
い
の
花
植
え
の
ほ

か
に
プ
ラ
ン
タ
!
で
の
花
栽
培
を
、
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
家
庭
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
タ

i
は
1
，
2
0
0
鉢
で
、
秋

の
国
体
前
に
は
、
道
路
沿
線
に
配
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
古
地
区
の
森
忠
寛
さ
ん
が
自
前

で
育
て
た
花
芭
を
、
地
区
内
の
村
道
約
2

0
0
メ
ー
ト
ル
に
植
え
つ
け
て
い
ま
す
。

)'(ツクホウにより
1 -9号線の路肩
を掘制する、建設
業者の皆さん。
(竜崎地内)

玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議

会
で
は
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
団
体

の
外
に
新
た
に

3
団
体
が
加
入
し
て

花
植
え
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

7 Tl15日現在
秋季大会まで
あと91日

10月8日(8)玉川村で開催される

ふくしま冨体矩火採穴式と大会旗

および矩火リレーのスムースな運

営を図るため、 {第50毘国民体育

大会姪!A:'採穴式、大会旗・矩!A:

リレー玉川村実行委員会jを設置。

その設立総会が8月288、村就業

改善センターで開かれ関係機関の

代表者26.人の委員が出席しました。

委嘱状斐付に続いて行われた議

事では、設置要縄や同行事につい

て協議。役員選出では、会長に車田

村長、副会長には小林豊司教育長、

渡塗助次郎村体育協会長、小針成

男rg長会長の3名が選ばれました。

10月88に村内(空港)で採:よとさ
れたj:f!A:は、県中コースをリレー

し10月118に郡山市で「中通りの

火」として県北、県南コースと合

わされて北上後、 138に福島市で

「会津の火J i浜通りの欠」を集

火し「うつくしまの欠J として

14包の秋季大会開会式に、あづま

陵上競技場に点火され、期間中燃

え続けます。

光
雄(

株
)
佐
川
高
庖
本
郷
勝
美

・
優
良
事
業
所
表
彰

(
株
)
大
井
製
作
所
石
川
工
場

石
川
町
役
場

-
交
通
功
労
賞
(
村
内
分
)

須
釜
分
会
構
井
一
夫

扇
交
通
安
全
優
良
団
体
(
村
内
分
)

東
京
精
工
株
式
会
社

玉
川
村
立
泉
中
学
校

園
優
良
運
転
者
表
彰
(
村
内
分
)

塩
津
築
、
渡
法
正
己
、
塩
津
清

一
、
大
野
律
子
、
小
針
チ
ヨ
、
大
和

田
豊
隆
、
渡
遺
ミ
ツ
子
、
鹿
谷
弘
子

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

圃
…
福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
石

川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
長
連

名
表
彰

-
優
良
述
転
管
理
者
表
彰

存
限
会
社
末
広
瀬
谷
治
男

ア
ス
タ
ー
工
業
(
株
)
芳
袈
弘

(
株
)
渡
辺
組
郡
山
営
業
所
渡
濯

守
み
ん
な
の
力
で
安
全
な
社
会
を
』

「
運
一
転
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
そ
し
て
自
分
の

命
を
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
歩
行

者
に
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
」

「
あ
な
た
は
令
、
余
絡
を
持
っ
て
運

転
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
を
心
配
し

て
く
れ
る
人
、
愛
す
る
人
が
い
る
な
ら

ば
、
運
転
に
余
裕
を
持
て
る
心
掛
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。
僕
た
ち
の
村
か

ら
突
通
事
故
が
無
く
な
る
よ
う
に
。
」

乙ーノ

(若し加の料理教室Iまつりす、し

司泰司副司証司
わいわいガヤガヤ
みんなでつくろう

『
愛
す
る
人
の
た
め
に
・
・
・
』

(須釜公民舘)に聞かれた「ょっぱの会j の料理教室から

5月29自、須釜公民館にて

6月22臼(村保健センター)と 6月29日
「太巻き寿司J の作り方を紹介します。

田太巻き寿司『梅の花jの作り方踊

③書室きすを手の土!こ広げて、 3$の紛巻き

をおき、中央のへこみに②の卵をしっかり

入れ、残りの2本の紹巻をきをおいて、拐の

花形!こ。____，，__ー...--f現巻空

o;;C 
4 

.! 
三重ι
④巻きすCのり会T絞をタテ授におき、す

しめし@2008を広げ、中央に③をおく。残

りのすしめしを著者いなガら裂く。



村公民館主催の第25図村民ソフトボール大会が村氏グ

ラウンドで、第30回村民家庭バレーボール大会は村勤労

者体育センターでそれぞれ行われました。

ソフトボールは40歳以上の男子で四辻新田地区を除く

10チーム、家庭バレーボールは30j，設以上の女子で、11チー

ムが出場し、熱戦を展開しました。

参加した選手たちは、家族の声援を受けながら伸び伸

びとプレーを楽しんでいました。成積は次のとおりです。

小高がアベックV!
村民ソフトボール大会

村民家庭バレーボール大会

(J> 巴電~<Ø~
IN 

提尽かむ.

平成?年?舟広報たまかわ

キ
一
勺
昔
、
、
ー
こ
よ
ぺ
J

↑r
n
J

と

d
'、
中

4
・
i
u
i
i
+化

-rd司
d
iし
令
れ

ふ
る
さ
と
の
川

河
川
つ
リ
i
ン
ア
ッ
プ
作
戦

県
下
一
斉
の
河
川
美
化
作
業
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
、
各
行
政

区
ご
と
に
早
朝
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
天
候
に
恵
ま

れ
各
地
区
ご
と
に
総
勢
l
，
6
0
0

人
が
参
加
。
阿
武
隈
川
や
泉
郷
川
を

は
じ
め
、
そ
の
支
川
な
ど
で
雑
草
の

苅
り
払
い
や
ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど
を

拾
い
集
め
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
ふ

る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
い

と
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
戟
早
く
か
ら
お
疲
れ

様
で
し
た
。

お
か
げ
様
で
、
作
業
終
了
後
の
河

川
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

ズラリとかれんなウチョウラン

汁主民との対話を深め村政に反映、

村
政
懇
談
会
『
移
動
村
長
室
』
が

中
地
区
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。

mえ去ゥた:ねな予

都Lf'i IJJ周辺をさぐる

力Y

こ
の
『
移
動
村
長
室
』
は
「
心
豊

か
な
活
力
と
魅
力
あ
る
村
」
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
深
め

村
政
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
、
各

行
政
区
単
位
に
聞
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
村
長
以
下
村
3
役
と
役
場
の
各

課
長
ら
が
各
地
区
に
出
向
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

既
に
中
、
川
辺
、
吉
、
蒜
生
、
山

小
屋
の
5
地
区
が
終
了
。
今
後
は
次

の
日
程
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
時

間
は
各
地
区
と
も
午
後
7
時
か
ら
9

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村政懇談会

F移動村長室』

スタート!!

平成7年?月

地区名 月 B コi=bEh 場

四辻新田 7月16日(日) 四 辻 新 田 農 業 研 修所

岩法寺 7月四日付。 岩法寺農構センター

南須釜 7月22日出 南 須 釜 1;; 、 民 2宮

竜 出士匝I 7丹28日制 式Il乙Z l崎 1;; 民 長官

i缶 7月29日(土) I 間両1 集 正33』2 所

北須釜 8月 5日とお 北 須釜 生活 改善 センター

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

婦蒜
人 生

老
人
ク
ラ
ブ
の

部
が
雑
巾
寄
贈

広報たまかわ

蒜生老人クラブ金波会の婦人部(部員17入。イ左藤シン部

長)の皆さんが、村社会福祉協議会へ雑巾110枚を寄贈

しましたの

+3位・ fI/辺、中

iソフトボールi
φ優勝・小高 @準優勝・北須釜

i家庭バレーボ-)レi
@優勝・小高令準優勝・中 +3位・北須釜

玉111山野草会(溝井博道会長)主健のウチョウラ

ン展が、村就業改善センターで関かれました。

会場には、会員が丹精込めて育てたウチョウラン

などの鉢植え280点がズラリと展示され、訪れた入

の自を楽しませていました。入賞者は次のとおりです。

(敬称略)

第37問ウチョウラン展
代表の佐藤シンさんは「立派な施設で、使ってもらえて

うれしいです。昨年も 110枚社協へ贈りました。今後も

続けていきたいと思います」と語っていました。
も消え去った霊峰・観音山周辺をさぐるミ

岩谷さんが自費出版記録誌、
県政モニターに

白旗幹雄さん
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一般山野草

溝井良仲

車田常代
石井スイ子

村 越 正 臣
塩沢ナカ子

車問光雄
大野勝良

賞

奥野四郎
溝井治男

大野康統

車田光雄
石井スイ子
車田登茂
車田久七

賞鏑

このほど小高の岩谷浩光さん (78歳)が記録誌 F福

島空港建設秘録そ消え去った霊峰説音出周辺を探

る勺 3 を自費制作し発行しました。

岩呑さんは「観音山は、普から周辺村々の人達に

は心のふるさととして親しまれ、小学校生徒が遠足

の山として登った思い出の山。その山に空港が建設

され、あのような三角の山があったことへの思い出

は代替りが進むうちに、住民の胸まからも消え去っ

てしまうでしょう」と語っていました。

この記録誌は300部発行され 1部1，800円で頒布さ

れています。お問い合わせは発行者の岩谷浩光さん

(fi57 -3922) まで。

平
成
7
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

白
旗
幹
雄
さ
ん
(
川
辺
)
が
、
県
知

事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

自
旗
、
さ
ん
は
、
県
政
に
対
す
る
意

見
や
要
望
を
提
出
し
た
り
、
モ
ニ

タ
ー
会
議
に
出
席
す
る
な
ど
皆
さ
ん

県
民
の
代
弁
者
と
し
て
今
後
一
年
間

活
躍
さ
れ
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
職
業
別
・
年

代
別
に
、
県
民
各

層
か
ら
悶
名
が
選

ば
れ
る
も
の
で

す。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
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明島

泉保育所の富児(7月5日、空港ターミナル内JAL七夕飾りつけ)

「福島・ソウルの翼」

県では、現在、福島とソウルの国際定期

路線の開設に全力を挙げて取り組んでお

りますが、国際定期路線の開設には、年

聞を通じて安定した利用実績が必要です。

このたび、福島空港利用促進協議会

(会長:揺島県知事佐藤栄佐久)では、

マンスリー国際定期チャーター便「福

島・ソウルの翼Jを企画。毎月定期的に

チャーター便を運航することにより利用

実績を積み上げていきたいと考えており

ます。県民の皆様の積極的なご利用をお

願いいたします。

平成?年 6月~平成8年3月まで、毎

月第 3金曜5の3泊4日C9月は第4週)

です。

くお問い合わせ・申込み先>

JT8福島支活 包0245-23-3314

近畿日本ツーリスト福島支巴 n0245-

21-1411 

<金菌主催>

福島空港利用促進協議会

21-7128 

25年 1 4，413，140円

30年 1 6，359，620円

35年 18，963，876円

37年 110，237，478円

※この早見表は、掛金納付252自分を 1
年と換算して計算した退職金額です。

この制度について詳しいことは、下記に

お問い合わせ下さい。

位。245-
槙島県建設

記

建退共福島支部

住所福島市五月町 4-25 
センタ-内

電話 0245(23)1618 

e 

圏諸付利率年3.2%以内(高島県信用

保証協会の保証付の場合3.1%以内)

圃黄付限度 1企業4，000万円以内

置費付期間 10年以内(1年以内の措置

期簡を含む。元金均等償還) (ただし、

3，000万円未満は7年以内)

属議付対象商業・サービス業(風俗営

業等を除く、組合・商閉会等含む)

ただし、福利厚生施設にあっては商業・

サービス業以外の中小企業を含む。

・資金の使途

a.庖舗等の新築または増改築資金(事

務所ー倉庫，車麗を含む)

共同居舗等への入居に必要な内装資

金等

情報処理機器の購入資金(コン

ビュー夕、POS等、ソフトウエア含む)

従業員のための福利厚生厚生施設資

金

駐車場整備資金

1施設当リ100併以下のもの及びそ

れに鮒随する設備(ただし、土地の取

得資金は、原則として工事を伴う場合

に限り、 3，000万円まで融資)

詳しくは、福島県中小企業団体中央会

岱 0245-21-1431までお尋ねください。

自衛官等採用試験あんない
き葉集頂邑三 主応海電河田 ζ τ、

航空学生
高卒(見込) 8月1日開~ 1次11:02欠〈月月空911)5月6臼~1213月2白33臼0日2次3 1次郡山駐屯地

入隊後、約 6年で
21歳未満者 9丹88幽 3等海空尉

一賂欝
言は未寄2翠満2捜〈者見来込〈自満〉衛2者11官〉殺

8月1自~~

建白会内郡福沼河島山設軍コ市中駐中会ミ央ュ労央屯館ニ公働地自相テ民動福ィ馬巴館費祉玄〉医学稜タ箇校関

修学年限2年、卒業時
候補学生 9月8日樹 1次 9月17日(8) 3等陸海空審

曹候補土
局卒(見込) 8月1日閃~ 2次 10月5~10日 入隊後3年以降選考
27歳来満者 9月8白幽 により3等陸・海。霊曹

看護学生 高卒(見込) 9月 18日伺)~ 1次 10月31日ω 1次 福 島 郡山 修学年限3年、看護婦
(女子) 22歳未満者 10月20日掛 2次 11月25~28日 駐屯地 免許取得後2等陵欝

尋陸海空士
男高在

平成8年3月高校 9月58~~ 9月中旬
福島駐屯地

静3卒業見込みの者 明 15日幽 郡山駐屯地

子一般 18歳以上27歳未満 i5U 示 別不 郡山駐屯地

女子 18歳以上27歳未満 別 力て 別ホ 郡山駐屯地

詳しくは郡山募集事務所程0249-32-1424又は白河募集事務所fi0248-24-0372までお問
い合わせください。
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国際定期路線開設促進事業建設業で働くみなさんのために

国で作った

(略称 けんたいきょう)

《建設業退職金共済制度〉

をと存じですかグ

国園田日回図園芸代主
平成7年度から

融資の内容が変わりました。

申込は随時受けておりますむ

-日時平成7年8月8日ω 午後6時30分開演
・会 場マーヴエラス末広(中) 2 F大ホール

・ 入 場 料 無 料 (入場整理券が必要となります)

※入場整理券は、役場窓口、支所窓口、商工会、 JAあぶく
ま石川村内各支庖、村内郵便局で受け取ることができます。

・主催玉 )11村

ふるさと寄席・「講談の夕べ、」

一龍斎貞花・独演会

ヨ7~諸事rJ~語LPl健康ごよゐ
母親教室・…..一一……….....⑧

午前 9時15分----9時30分 園
乳幼児健康相談・ … -一… -一⑮

午前 9時30分----10時 国
乳児健診・・・ 一…… 一一......⑧

午後 1時----1時30分 園
機能訓練 ・ー…一 一……一… 一⑧

午後 1時30分----2時 国
3旗児健診 ……・……………・・⑧

午後 1時""'1時30分 園

21日働

.7月
19日(水)

ウ

27巴(木)

28日出

この制度は、全国どこの建設現場で働

いても事業所に雇用された期間を通算し

て退職金を支払うという、建設労働者の

ための退職金制度です。

1日260円の掛金で退職金は次のとお

りとなります。

副会場

7回割問問切
圏平成 7年8月13毘(日)

[雨天順延8月14日目)]
役場前駐車場(イベン卜)及び
小高 -向川原地内(花火大会)

ロ第10回玉川花火大会(午後7時30分)
ほかイベントが盛りだくさん!

乳児健診 ...........，.....・ H ・.".・ H ・-…..⑧

午後 1時"'"1 B守30分 園

.8月

11日倒

⑧:保健センター

圏:受付

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く御礼申し上げます。
記

・J{I辺の三瓶勝永さんから 3万円
・中の小針ミチ子さんから 3万円
・岩法寺の須釜毒男さんから 3万円

(村社会謡祉協議会)

131，040円

382， 758円

1，006，244円

1，872，092同

2，958，870円

2年

5年

10年

15年

20年b 

C 

d 

ミュージ、ックフェスティJC'Jレ
in TAMAKAWA 

95年 8月14日伺) 雨天順延 8月15日ω
{午後 2時開場:午後 4時開演}

玉川村民クラウンド

soバンド{村内出身、大和田玄太率いるロックバンド]

・主催玉川村音楽祭実行委員会

お誕生おめでとうございます|
( 6月届出分)

第 1 匝
玉川音楽祭

時

場

演

女日

ヲ食会

ヲ貸出

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

平成7年度

個人で事業を行っている人に課税され

る個人事業税の第 1期分の納期限は、 8
月31日です。県中地方振興局県税部から

送付される納税通知書により、最寄リの

金融機関で納めてください。

納める場合は、便利な口鹿振替制度の

利用を申し込まれますと、 7年度の第 2
期分から口座振替となります。

詳しくは、県中地方振興局県税部 (郡

山市麓山1-1-1)n0249-35-1241C納
税課)まで。

7，685人(十13)

個人事業税納期のお知らせ
一県中地方振興局一

渇

作

夫

一
喜

昭

美

春

章

男

明

制

限

隆

志

誠

久

保

栄

登

進

正

啓

清

光

紀

金

広

( 6月届出分)

年齢世帯主名

96 勝永

59 ミチ子

88 誇男

区

辺

生

高

寺

崎

釜

+

手

中

法

須

。

地

川

蒜

小

岩

竜

南

北須釜

四辻新田

出 生 児 氏 名

メこ f守干右 t包

吉田 秀樹

西牧雄一郎
3、ベ・ 2う-

j岩手井彩加

JlI I王1[l;易ーブャ

岩谷奈美
まもる

坂 本衛
.;P，.!.ちひさ

小 林晃久

阿部光之進

大和田吉iH包

囲谷紗久良

塩 津 佳 奈
たカ・ まざ

太田尊正

村のようす
( 7年6月1日現在)

管 1，762戸(十 2) 

日

(
納
期
限
は
7
月
白
日
(
山
人
)
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

3， 793人(十10>

3，892人C+3) 

今

月

の

納

税

国
民
健
康
保
険
税

国

民

年

金

村

公

民

館

第17回

死亡者氏名

三瓶トモ・

小針 善 雄

須釜亀松

地区

Jll :i立
中

岩法寺

ー
期
分

7
月
分

Jつ

や

参議院議員通常選挙・投票日

7周23固(目)
・投票の方法は?
①選挙区

:鰻補者名
選挙は

園投票のできる人は?

・昭和50年 7月24日までに生まれた人。

・平成7年4月5日までに転入届をした人は、現

在住んでいる市町村で投票できます。

政党名
②比例代表
選挙は

去
ロ
田

久
々
の
旅
に
勿
来
の
関
に
来
て
松
の
さ
や
さ
に
古
歌
し
の
び
お
り

英
祐

町
b
R
-
』
し
釈
担
堂
川
の
岸
辺
じ
は
チ

ュ
ウ
リ
ヅ
プ
の
花

の
市
松
模
様

小

針

登

里

う
っ
と
り
と
星
の
雄
、
つ
窓
ち
か
く
女
童
ピ
ア
ノ
に
「
菜
の
花
」
を
弾
く

小
針
み
ね
子

集
い
て
は
人
の
噂
じ
興
じ
い
る
を
眺
め
て
お
れ
ば
春
し
ぐ
れ
降
る

九
百
川
!
刀
ロ

，tf
、、，d

・

高
ム
ロ
の
宿
ょ
っ
見
下
ろ
す
湯
野
浜
の
波
は
つ
ね
り
て
夕
日
を
包
む

溝
弁
は
な
よ

黄
泉
よ
り
の
戸
に
背
を
向
け
わ
が
母
は
九
十
九
ま
で
も
と
箸
と
り
て
お
り

真
号
五
三
一
男
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学
芸
会
で
『
三
胡
蝶
』

こ
の
写
真
は
、
中
の
小
針
ト
リ
さ

ん
(
初
歳
。
康
信
氏
の
母
)
か
ら
提

供
さ
れ
た
も
の
で
、
小
高
尋
常
高
等

小
学
校
の
高
等
科
l
年
の
こ
ろ
、
学

芸
会
の
日
撮
っ
た
写
真
で
、
昭
和

2
、
3
年
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
口

「
前
に
並
ん
で
る
3
人
は
背
が
同

じ
で
ナ
ィ
、
蝶
の
舞
を
や
っ
た
ン
で

す
。
後
ろ
の
人
ら
は
コ
ー
ラ
ス
だ
っ

た
ン
で
す
」
と
語
る
ト
リ
さ
ん
。

2
階
建
て
に
な
る
前
の
校
舎
で

写
っ
て
い
る
方
々
は
、
前
列
中
央
が

ト
リ
さ
ん
で
赤
い
蝶
の
役
。
右
側
は

旧
姓
真
弓
フ
ク
さ
ん
(
蒜
生
、
忠
清

氏
の
叔
母
)
で
黄
蝶
。
左
側
の
白
い

蝶
は
先
生
の
娘
さ
ん
で
蛭
田
マ
ル
さ

ん
と
い
う
方
だ
そ
う
で
す
。
後
列
右

端
は
旧
姓
永
林
ハ
ツ
さ
ん
(
中
、
久

徳
氏
の
姉
)
で
、
左
端
の
人
が
踊
り
な

ど
を
指
導
し
て
く
れ
た
油
井
先
生
で

桑
折
町
在
住
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
先

生
の
隣
り
の
方
は
旧
姓
吉
村
ツ
タ
さ

ん
(
川
辺
、
多
美
氏
の
叔
母
)
で
す
。

「
組
に
は
位
人
生
徒
が
お
り
、
出

た
の
は
こ
の
9
人
。
私
は
い
つ
も
出

さ
れ
て
ま
し
た
。
父
兄
も
一
杯
見
に

き
て
た
ン
で
す
」
と
ト
ワ
さ
ん
。

ち
な
み
に
、
後
ろ
で
被
っ
て
い
る

ベ
l
ル
は
、
花
や
太
陽
を
表
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。

たまかわの皆さん
ι お元気ですか

-東京玉川会員だより-

IF 13"¥るさとの発展は

東京玉川会員の誇り』

東京都世田谷区

員野自力男さん(南須釜出身)

玉
川
村
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

毎
日
の
農
作
業
や
各
事
業
に
御
苦
労

様
で
す
。

農
業
の
方
は
、
毎
年
の
季
温
の
変

化
に
て
大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま

す。
昨
年
は
近
年
に
な
い
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
、
ま
た
、
今
年
は
逆
に
日
照
不

足
と
低
温
の
た
め
か
な
り
発
育
が
遅

れ
て
い
る
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
う
か
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

6
月
号
の
広
報
に
よ
る
と
、
こ
の

度
福
島
空
港
の
滑
走
路
が
大
幅
に
延

長
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
村
の
益
々

の
発
展
は
私
た
ち
の
自
慢
の
賜
物
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
成
就
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

東
京
玉
川
会
も
昭
和
臼
年
の
発
足

以
来
今
年
で
8
年
目
。
そ
の
関
村
の

方
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎
年
定
期
総

会
の
際
に
は
、
大
勢
の
会
員
の
方
々

が
参
加
し
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
、
短
い
ひ
と
時
を
有
意
義

に
過
ご
し
て
閉
会
と
な
り
各
自
帰
っ

て
ゆ
く
人
の
後
ろ
姿
が
淋
し
い
も
の

で
す
。

こ
の
写
真
は
、
傷
摸
軍
人
世
田
谷

支
部
の
一
部
の
軍
人
会
の
皆
さ
ん
と

春
季
歩
行
訓
練
で
、
宮
城
県
方
面
へ

パ
ス
旅
行
し
た
際
に
「
松
島
」
で
撮
っ

た
も
の
で
、
後
列
右
か
ら
3
人
自
が

私
で
す
。
太
平
洋
戦
争
中
巡
洋
艦

「
五
十
鈴
」
の
艦
上
で
受
傷
し
ま
し

た
。
ま
た
、
御
婦
人
が
多
い
の
は
、

義
足
を
つ
け
た
ご
主
人
の
付
添
い
と

し
て
参
加
し
て
い
る
た
め
で
す

D

ど
う
か
皆
様
お
身
体
を
大
切
に
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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